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	2024年10月15日作成(ver.5)
	承認番号　20040034
	肝臓・膵臓・胆道疾患の診断・治療のため、当院に入院・通院された患者さんの検査後または診断後の組織や血液、腹水、尿などの検査試料の残り、診療記録を用いた「肝癌、膵癌、胆道癌の遺伝子発現解析と生物学的特性の検討」の研究に対するご協力のお願い
	研究責任者　所属：医学部病理学教室　職名：専任講師
	氏名　紅林　泰
	連絡先：03-5363-3764
	このたび当院では、上記のご病気で入院・通院された患者さんの検査後または診断後の組織や血液、腹水、尿などの検査試料の残り、診療記録を用いた下記の医学系研究を、医学部倫理委員会の承認ならびに病院長の許可のもと、倫理指針および法令を遵守して実施しますので、ご協力をお願いいたします。
	この研究を実施することによる、患者さんへの新たな負担は一切ありません。また患者さんのプライバシー保護については最善を尽くします。
	本研究への協力を望まれない患者さんは、その旨を「８ お問い合わせ」に示しました連絡先までお申し出下さいますようお願いいたします。
	１．対象となる方
	研究実施許可日より2021年6月30日までの間に、肝癌、膵癌、胆道癌または慢性肝炎・脂肪肝炎等の肝障害、慢性膵炎等の膵障害、胆管炎等の胆道障害の疑いのある方または診断された方、もしくは肝移植の対象となった方を研究の対象としています。
	２・研究課題名
	承認番号　20040034
	研究課題名　肝癌、膵癌、胆道癌の遺伝子発現解析と生物学的特性の検討
	３．研究実施機関
	慶應義塾大学医学部医学部：病理学教室、外科教室　肝胆膵移植班、内科学教室、放射線科学教室
	慶應義塾大学病院：外科、内科、放射線科、病理診断科
	４．本研究の意義・目的・方法
	意義：近年の医学の発展により、なぜ癌が発生するのか、癌細胞の性質は何に由来するのか、といったことが徐々に明らかになりつつあります。それに伴い、癌の特性をとらえ、その特性をつかさどる分子を標的として診断・治療を行う、いわゆるオーダーメイド医療が注目されるようになってきました。この研究では肝癌、膵癌、胆道癌発生における原因遺伝子や、癌の悪性度（たちの良し悪し）を反映する分子の探求に力を入れています。
	目的：この研究は、肝癌、膵癌、胆道癌の発生や悪性化に関わる重要な遺伝子・分子を探索し将来診断や治療に役立てることを目的としています。
	研究方法：診断治療を目的とした検査または手術後の診断に用いられた後の組織や血液サンプルを用いて、核酸(RNAおよびDNA)という遺伝子あるいは蛋白質について研究します。また、必要に応じて癌組織や癌細胞を培養・あるいは実験動物に移植し、癌がもつ生物学的な特徴を検討します。サンプルの採取に際しては、診断に差障りのないように留意してこれを行います。研究対象となる遺伝子が果たす機能は、現在明らかではありません。そこで、その機能が明らかになった場合、その遺伝子と臨床情報との関連性を調べるためにあなたの診療記...
	下記問い合わせ先または主治医にご相談下さい。

